


ベル トを締めなおせ !「 960項 目の事務事業の総点検」

市は、平成22年 度末までの行財政改革の項目を数値化した「集中改革プラン」

に取り組んでいます。市長は22年 度末までに、借金776億 円以下、職員数
1341人 を目標にすると公言しています。

市長は事業の総点検を「ふんどしを締め直してやらないといけない」と発言

しているが見直しの状況はどうなつているのか

習 市が検証した結果、

時代に適合しているか 哺レ廃止・縮小 30事業

民間で実施できないかゆ 保育園、幼稚園の運営について民営化を検討

臨時職員や派遣職員で代行できる業務はないか増卜期待しているほどなかつた

0
4月から新たな組織で再度、事務事業の見直しをしていく

職員提案制度では、何件の改善案があつたのか

習 17年 度/18件 18年 度 /3件 19年度現在/2件 計 23件 と先細り

このうち8件が実施された

提案件数が少ないが改善の限界にあるのか。制度のPRは しているのか

習 PRは庁内研修誌で掲載している。今後は、強化月間、1課最低1件、褒章制度、
人事台帳への登載など工夫し、アイデアを市政に活用していきたい。

質の高い行政サービスを展開しつつ、今回の削減目標を達成するには、相当の

業務改善が必要なはずです。悠長な体質を打開し、職員1人1人が汗と知恵を

出し、一丸となつて「市民のための市役所」という原点に回帰する行政運営に

なつたか随時チッェクしていきます。

先送り体質は許せない !「補助金の見直し」

市は、ようやく1年前に提出された「補助金審査委員会の報告書」を公表しました。

そこには、根拠法令の不整備など14項 目の見直しが指摘されていました。

審査終了から1年経過しています。市民に明確・適正な補助金支出に改めるため、

2年 間に及ぶ市民による審査を軽視されないためにも、指摘された項目の改善に

取り組んでいるのか追求しました。

前議会で「各補助金の削減額の基準づくり」はできたか質問し、これから

作成すると答弁があつた。予算編成中の今、削減額のルールが必要と思うが

できたのか

習
:こ れから行革推進本部事務局で作成し、担当課と話し合つて削減額を決定する。

2年前から市民検討部会で指摘された内容が、今回も指摘されている。市は、

明確な補助金にする為に、ガイドラインは作成しているのか

習 これから、担当課と補助金の実情を協議しながら対象経費等の算定項 目や

基準を完成させていく。

今年度末までに補助金団体の為にも要綱を作成する必要があると思うが、
いつまでに作るのか

習 これから、来年度中に作成していく。

事務事業の見直しを行なつた場合の削減効果

職員数 輸業局除く)

144 1人 (17年 4月 1日)

1341人 (22年 4月 1日

債務残高

954億 8千万 (16年度末)

サ
フ76億 (22年度末)

スピード感は改革の大原則です。今の行政には、補助金審査委員会の指摘
口見直しを本気で改める姿勢が伝わうてきません。見直しに手抜きは許しません。

今後も経過を追求調査していきます。

補助金審査委員会による指摘(要点を抜粋)

o支 出の目的・対象・額の算出方法などが不明瞭

o団 体からの実績報告書を見ると、活動の実態が不明、お金の使途が不明瞭

o同 じ課から同じ団体に目的・名称を変えて色々な補助金が支出されている

o市 の内部に団体の事務局があり、それに市の職員が大きく従事している

o補 助金の額を超えて、補助事務に係る人件費が多大である


